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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

午前10時00分 開会 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

議長（加藤久豊） 皆さん、おはようございます。本日は、組合議員連絡会議

及び組合議会定例会の前に、この５月に半田市議会において組合議員の選挙

が行われ、また、常滑市議会においては、組合議員の欠員選挙が行われてお

ります。新しく組合議員になられた方がお見えになりますので、全員の自己

紹介をお願いしたいと存じます。自己紹介の順は、事前に配付しました組合

議会議員名簿の順にお願いをいたします。 

  なお、９番の森田義弘議員より欠席届が提出されておりますので、よろし

くお願いします。それでは、１番の沢田清議員から順に、選出市町とお名前

をお願いいたします。 

 

（組合議員 自己紹介） 

 

議長（加藤久豊） ありがとうございました。続きまして、執行部の自己紹介

をお願いいたします。事前に配付しました組合執行職員等名簿の順に、管理

者より、役職とお名前をお願いいたします。 

 

（執行職員等 自己紹介） 

 

議長（加藤久豊） ありがとうございました。皆さま、どうぞよろしくお願い

いたします。ただいまから、令和２年第２回中部知多衛生組合議員連絡会議

を開会いたします。「中部知多衛生組合し尿処理施設改修整備について」を

議題といたします。事務局より提案説明をお願いします。場長。 

 

場長（齋田充弘） ただいま議題となりました「中部知多衛生組合し尿処理施

設改修整備」につきまして、ご説明申し上げます。資料の１概況をご覧くだ

さい。中部知多衛生組合では、平成27年度に策定した「し尿処理施設整備方

針検討業務報告書」を基に下水道放流方式へと改修するため、現在、令和３

年度末の供用開始に向け準備を進めております。令和２年度は、循環型社会

形成推進交付金を活用し、「し尿処理施設（汚泥再生処理センター）整備工

事」及び「施設整備工事施工監理業務委託」を、また、単独事業として「放

流管渠布設工事」を実施いたします。２令和２年度の事業内容でございます。

（１）し尿処理施設（汚泥再生処理センター）整備工事は、組合のし尿処理

施設を、現在の河川放流方式から下水道放流方式とする改修整備工事を実施

するものです。業者選定は、令和元年度に実施した「施設整備工事発注支援
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業務」にて作成した、施設に求められる処理性能などを示した「性能発注方

式の発注仕様書」により、令和２年５月22日に事後審査型制限付一般競争入

札を行い、同月29日に水ingエンジニアリング株式会社中部支店と仮契約を締

結しました。議会の議決を要する契約のため、本日開催されます組合議会定

例会に付議するものでございます。事業費予算額は、税込み21億４千７百87

万１千円、仮契約金額は、税込み20億２百万円、工事期間は議会の議決を得

まして、本契約に移行した日から令和４年２月28日まででございます。次の

表は、整備工事の概要を整理したもので、処理能力は、現在の１日当たり、

し尿150キロリットル、浄化槽汚泥70キロリットル、計220キロリットルから、

今回の整備工事で、し尿13キロリットル、浄化槽汚泥138キロリットル、計151

キロリットルにいたします。改修整備における１日当たりの処理量は、平成

30年度に「延命化基本設計業務」において算定しており、「汚泥再生処理セ

ンター等施設整備の計画・設計要領2006改訂版」に「稼働年度から７年後ま

での計画処理量のピーク年におけるし尿処理が適切に行われるよう配慮し計

画を設定すること」とされていることから、計画処理量のピークから算定し

たものです。処理方式は、現在の標準脱窒素処理方式による生物処理から、

前処理、前脱水方式とし、放流先は河川放流から下水道放流とします。脱水

汚泥は、現在、組合施設内で焼却処理しておりますが、今回の整備工事で焼

却施設を廃止・撤去し、助燃剤として知多南部広域環境センターへ搬出しま

す。（２）施設整備工事施工監理業務委託は、循環型社会形成推進交付金事

業として、前段の（１）し尿処理施設（汚泥再生処理センター）整備工事に

おいて、発注仕様書に示した性能が確保され、整備工事の設計施工が適切に

行われるよう、し尿処理施設の知識を有する第三者に施工監理を委託するも

のです。令和２年５月22日に指名競争入札を行い、同月29日に「中日本建設

コンサルタント株式会社」と契約を締結いたしました。事業費予算額は、税

込み２千３百８万９千円、契約金額は、税込み２千79万円、委託期間は令和

２年５月29日から令和４年２月28日でございます。（３）放流管渠布設工事

は、令和元年度の「施設整備工事発注支援業務」で作成した実施設計書等を

基に、当施設から武豊町下水道接続点までの放流管渠布設工事を単独事業と

して実施いたします。施工個所は、次の図面、資料３ページ、資料１の赤色

実線部分になります。業者選定につきましては、令和２年７月に指名競争入

札を行う予定でございます。事業費予算額は、税込み７千７百33万円、施工

延長は791メートル、工事期間は、契約締結日から令和３年２月28日までを予

定としております。次に４事業費でございます。令和２年度当初予算時点で

の施設整備工事に関する事業費について、事業費とその内訳、財源内訳につ

いて表に整理したものです。最後に、５今後のスケジュールでございます。

既設放流管の撤去等について、令和２年度に武豊町と協議を行い、撤去等に

関する施工方法を決定し、武豊町との協議を踏まえて令和３年度に実施設計
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を行う予定としております。また、工事期間につきましては、構成市町と協

議しまして、令和４年度から数年かけて撤去等工事を行う予定でございます。

説明は、以上でございます。 

 

議長（加藤久豊） 説明は終わりました。ただいまの案件について、ご意見、

ご質疑等はございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議長（加藤久豊） 無いようですので、これをもちまして令和２年第２回中部

知多衛生組合議員連絡会議を閉会いたします。 

 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

午前10時13分 閉会 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 


